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菅
内
閣
に
お
け
る
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
使
用
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
一
〇
年
度
の
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
に
つ
い
て
、
内
閣
官
房
長
官
が
取
扱
責
任
者
で
あ
る
内
閣
官
房
報
償
費

の
国
庫
か
ら
の
支
出
状
況
（
請
求
日
、
支
出
額
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

平
野
博
文
前
内
閣
官
房
長
官
が
本
年
四
月
一
日
に
決
定
し
た
「
内
閣
官
房
報
償
費
の
執
行
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
方

針
」
は
、
「
内
閣
官
房
報
償
費
（
以
下
「
報
償
費
」
と
い
う
。
）
の
適
正
な
執
行
に
資
す
る
た
め
、
平
成
二
二
年
度
一
年
間

を
通
じ
て
責
任
を
持
っ
て
報
償
費
を
執
行
す
る
中
で
、
そ
の
使
途
等
を
検
証
す
る
。
そ
の
使
途
等
を
検
証
し
て
い
く
中
で
、

報
償
費
の
透
明
性
の
確
保
を
図
る
方
策
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
」
と
し
て
い
た
。
本
年
六
月
一
七
日
に
仙
谷

由
人
内
閣
官
房
長
官
が
決
定
し
た
「
内
閣
官
房
報
償
費
の
執
行
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
方
針
」
も
、
「
内
閣
官
房
報
償
費

（
以
下
「
報
償
費
」
と
い
う
。
）
の
適
正
な
執
行
に
資
す
る
た
め
、
平
成
二
二
年
度
に
お
い
て
責
任
を
持
っ
て
報
償
費
を
執

行
す
る
中
で
、
そ
の
使
途
等
を
検
証
す
る
。
そ
の
使
途
等
を
検
証
し
て
い
く
中
で
、
報
償
費
の
透
明
性
の
確
保
を
図
る
方
策

に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
」
と
し
て
い
る
。
六
月
一
七
日
の
時
点
で
は
、
仙
谷
内
閣
官
房
長
官
は
、
平
野
前
内

閣
官
房
長
官
の
決
定
を
引
き
継
い
で
、
「
平
成
二
二
年
度
に
お
い
て
責
任
を
持
っ
て
報
償
費
を
執
行
す
る
中
で
、
そ
の
使
途

等
を
検
証
す
る
」
方
針
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

一



三

内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
使
途
等
の
検
証
期
間
に
つ
い
て
、
八
月
三
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
、
私
が
、
「
二

〇
一
〇
年
度
の
一
年
間
を
か
け
て
検
証
す
る
と
い
う
立
場
は
変
わ
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
い
い
で
す
ね
。
」
と
問
う
た
と
こ

ろ
、
仙
谷
内
閣
官
房
長
官
の
答
弁
は
、
「
私
が
官
房
長
官
を
引
き
受
け
ま
し
て
、
一
年
ぐ
ら
い
の
時
間
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
」
で
あ
っ
た
。
六
月
一
七
日
の
「
内
閣
官
房
報
償
費
の
執
行
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
方
針
」
の
中
で

表
明
し
た
「
平
成
二
二
年
度
に
お
い
て
責
任
を
持
っ
て
報
償
費
を
執
行
す
る
中
で
、
そ
の
使
途
等
を
検
証
す
る
」
と
い
う
方

針
か
ら
、
「
私
が
官
房
長
官
を
引
き
受
け
ま
し
て
、
一
年
ぐ
ら
い
の
時
間
」
と
い
う
方
針
に
変
更
し
た
の
は
い
つ
か
。

四

本
年
八
月
二
〇
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
五
第
五
一
号
。
以
下
「
政
府
答
弁
書
」
と
い

う
。
）
で
は
、
「
菅
内
閣
に
お
い
て
は
、
内
閣
官
房
報
償
費
の
取
扱
責
任
者
で
あ
る
仙
谷
由
人
内
閣
官
房
長
官
が
、
責
任
を

持
っ
て
こ
れ
を
執
行
し
、
そ
の
使
途
等
を
検
証
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
内
閣
官
房
長
官
と
し
て
は
、
取
扱
責
任
者
と

し
て
内
閣
官
房
報
償
費
の
使
途
等
を
検
証
す
る
た
め
に
は
一
年
位
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
で
あ
る
。
」
と
し
て
い

る
。
「
平
成
二
二
年
度
に
お
い
て
責
任
を
持
っ
て
報
償
費
を
執
行
す
る
中
で
、
そ
の
使
途
等
を
検
証
す
る
」
の
で
は
時
間
が

足
り
ず
、
「
一
年
位
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
」
に
至
っ
た
理
由
は
な
に
か
。

五

鳩
山
前
内
閣
に
お
い
て
、
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
情
報
公
開
の
た
め
の
使
途
等
の
検
証
期
間
は
、
二
〇
一
〇
年

二



度
一
年
間
で
あ
っ
た
。
菅
内
閣
は
、
こ
れ
を
仙
谷
内
閣
官
房
長
官
が
官
房
長
官
を
引
き
受
け
て
か
ら
一
年
く
ら
い
と
先
送
り

し
た
。
こ
の
先
送
り
に
よ
り
、
「
報
償
費
の
透
明
性
の
確
保
を
図
る
方
策
に
つ
い
て
」
の
検
討
も
時
期
的
に
ず
れ
込
む
こ
と

は
必
定
で
あ
る
。
民
主
党
政
権
に
お
け
る
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
情
報
公
開
の
取
組
の
遅
れ
に
つ
い
て
、
菅
内
閣

は
、
検
証
期
間
の
変
更
の
事
実
及
び
変
更
の
理
由
を
国
民
に
説
明
し
て
き
た
か
。

六

八
月
三
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
、
私
は
、
仙
谷
内
閣
官
房
長
官
に
「
平
野
長
官
時
代
に
、
四
、
五
月
、
三
億
円
の
支

出
が
行
わ
れ
た
こ
の
機
密
費
に
つ
い
て
、
何
に
ど
れ
だ
け
使
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
記
録
は
引
き
継
い
で
お
ら
れ

る
ん
で
す
か
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
仙
谷
内
閣
官
房
長
官
の
答
弁
は
、
「
今
塩
川
議
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
件
に
つ

い
て
は
全
く
引
き
継
ぎ
は
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
」
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
、
「
仙
谷
由
人
内
閣
官
房

長
官
は
、
平
野
博
文
前
内
閣
官
房
長
官
か
ら
、
内
閣
官
房
報
償
費
取
扱
要
領
に
基
づ
く
支
払
関
係
書
類
を
引
き
継
い
で
い

る
」
と
し
て
い
る
。
仙
谷
内
閣
官
房
長
官
は
、
平
野
前
内
閣
官
房
長
官
か
ら
、
内
閣
官
房
報
償
費
取
扱
要
領
に
基
づ
く
支
払

関
係
書
類
を
引
き
継
い
だ
の
は
い
つ
か
。

七

仙
谷
内
閣
官
房
長
官
が
引
き
継
い
だ
内
閣
官
房
報
償
費
取
扱
要
領
に
基
づ
く
支
払
関
係
書
類
に
は
、
二
〇
一
〇
年
度
に

入
っ
て
平
野
前
内
閣
官
房
長
官
が
支
出
し
た
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
支
払
先
や
金
額
等
が
、
内
閣
官
房
報
償
費
取

三



扱
要
領
に
基
づ
い
て
記
録
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

八

八
月
三
日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
け
る
仙
谷
内
閣
官
房
長
官
の
「
全
く
引
き
継
ぎ
は
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
の
答

弁
と
「
政
府
答
弁
書
」
の
「
引
き
継
い
で
い
る
」
と
の
答
弁
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


